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一
　
神
秘
の
霊
峰

　
信
飛
の
国
界
に
方



り
て
、
御
嶽






・
乗
鞍
・
穂
高
・
槍
の
四
喬
岳
の
あ
る
事
は
、
何
人






も
首
肯






す
る
処





、
だ
が

槍
・
穂
高
間
に
は
、
な
お
一
万
尺
以
上
の
高
峰
が
沢
山
群
立
し
て
い
る
、
と
い
う
事
を
知
っ
て
い
る
者
は
稀



で

あ
る
。
で
折
も
あ
ら
ば
こ
の
神
秘
の
霊
域
を
探
検
し
て
世
に
紹
介
し
よ
う
と
思
う
て
い
た
。
幸
い
四
十
二
年
八

月
十
二
日
正
午
、
上
高
地









の
仙
境
に
入
門
す
る
の
栄
を
得
た
。

　
当
時
、
こ
の
連
峰
の
消
息
を
知
っ
て
い
る
案
内
者
は
、
嘉
門
次









父
子
の
他
に
は
あ
る
ま
い
と
思
っ
て
、
温
泉

の
主
人
に
尋
ね
る
と
皆
お
ら
ぬ
、
丁
度
そ
こ
に
類
蔵
が
い
た
の
で
話
し
て
見
た
が
、
通
れ
ぬ
と
い
う
。
三
時
頃

嘉
門
次
の
伜





嘉
与
吉
が
来
た
か
ら
こ
の
案
内
を
頼
む
、
彼
は
都
合
上
島
々






に
行
っ
て
来
る
と
言
っ
て
、
十
五
日

を
登
山
日
と
定
め
る
、
二
日
間
滞
在
中
穂
高
行
の
同
志
が
四
名
増
し
て
一
行
五
名
。

　
十
四
日
嘉
与
吉
が
来
た
、
彼
は
脚
気





で
足
が
痛
む
と
い
う
の
で
、
途
中
宮
川
の
小
屋
に
立
ち
寄
り
、
親
父





に

代
っ
て
も
ら
う
事
に
話
し
て
来
た
ゆ
え
、
明
朝
父
の
居
を
尋
ね
て
行
か
る
れ
ば
、
小
屋
か
ら
す
ぐ
間
道






を
案
内

す
る
と
い
う
。
よ
ろ
し
い
、
実
際
痛
い
も
の
な
ら
仕
方
が
な
い
、
嘉
門
次
な
ら
な
お
詳





か
ろ
う
と
そ
う
決
め
た
。

　
　
　
　
二
　
穂
高
岳
東
口
道
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十
五
日
前
三
時
、
起
て
見
る
と
晴
、
先

ず
こ
の
様
子
な
ら
降

り
で
は
な
か
ろ
う
、
主
人
の
注
意
と
下

婢

の
働

き
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
準
備
を
終
り
、
穂
高
よ
り
す
ぐ
下
山
す
る
者
の
た
め
に
と
て
、
特
に
案
内
者
一
名
を
傭



い
、

午
前
の
四
時
、
ま
だ
昧



い
う
ち
、
提

灯







を
便



り
て
の
出
発
。
梓





川
の
右
岸
に
沿
い
、
数
丁
登
っ
て
河
童
橋







を

渡
り
、
坦
道






を
一
里
ば
か
り
行
く
と
、
徳
合






の
小
屋
、
左
に
折
れ
川
を
越
え
て
、
少
々
下
れ
ば
、
穂
高
仙
人
、

嘉
門
次
の
住
居
、
方



二
間



余
、
屋
根
・
四
壁
等
皆
板
張
り
、
こ
の
辺
の
山
小
屋
と
し
て
は
か
な
り
の
作



り
、
檐

端
に
近
き
小
畠
の
大
根
は
、
立
派
に
出
来
て
い
る
、
東
は
宮
川
池
に
注
ぐ
一
条
の
清
流
。
嘉
門
次
は
炉
辺
で
火

を
焚

き
な
が
ら
縄
を
綯

う
て
い
る
、
ど
う
も
登
山
の
支
度
を
し
て
は
い
な
い
ら
し
い
、
何
だ
か
訝





し
く
思
う
て

聞
い
て
見
る
と
、
穂
高
の
案
内
な
ら
昨
夜
の
中



に
伝
え
て
下
さ
れ
ば
よ
か
っ
た
、
と
快
く
承
知
し
、
支
度
も
そ

こ
そ
こ
、
飯
を
か
っ
こ
み
、
四
十
分
ば
か
り
で
出
発
し
た
。
時
に
前
五
時
四
十
分
。

　
嘉
門
次
は
、
今
年
六
十
三
歳
だ
、
が
三
貫
目
余
の
荷
物
を
負
う
て
先
登
す
る
様



は
、
壮
者
と
少
し
も
変
り
は

な
い
。
梓
川
の
右
手
、
ウ
バ
ニ
レ
、
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
、
落
葉
松









、
モ
ミ
、
ツ
ガ
等
の
下
を
潜
り
、
五
、
六
丁
行
き
、

左
に
曲
が
る
と
水
な
き
小
谷
、
斑
岩
の
大
塊
を
踏
み
、
フ
キ
、
ヨ
モ
ギ
、
イ
タ
ド
リ
、
ク
マ
ザ
サ
の
茂
れ
る
中

を
押
し
分
け
て
登
る
。
い
か
に
も
、
人
間
の
通
っ
た
道
ら
し
く
な
い
。
大
雨
の
折
り
に
流
下
す
る
水
道
か
、
熊

や
羚
羊






ど
も
の
通
う
道
だ
ろ
う
。
喬
木
で
は
、
ツ
ガ
、
モ
ミ
、
シ
ラ
ベ
、
カ
ツ
ラ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
ニ
レ
等
混

生
し
て
い
る
。
登
る
に
従
い
、
小
谷
が
幾
条
に
も
分
れ
る
。
気
を
つ
け
て
い
ぬ
と
、
わ
か
ら
ぬ
ほ
ど
浅
い
、
が

最
初
の
鞍
部





に
出
る
ま
で
は
、
右
へ
右
へ
と
取
っ
て
行
け
ば
、
道
を
誤
る
事
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
鞍
部
の
前
面

は
、
小
柴
が
密
生
し
て
い
る
、
山
麓
で
は
緑
色
の
毛
氈






を
敷
い
た
よ
う
に
見
え
る
か
ら
、
よ
く
方
位
を
見
定
め
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て
お
く
と
よ
い
。
海
抜
約
二
千
米
突






以
上
は
、
雑
木
次
第
に
減
じ
、
ミ
ヤ
マ
カ
ン
バ
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
ミ

ヤ
マ
ナ
ナ
カ
マ
ド
等
の
粗
く
生
え
た
る
土
地
、
こ
こ
を
ぬ
け
る
と
上
宮
川
原









「
信
濃
、
上
宮
川
原
、
嘉
門
次
」
、

左
の
方
数
丁
に
は
、
南
穂
高
の
南
東
隅
に
当
る
赭



色
の
絶

嶂







。
一
休
し
て
、
こ
の
川
原
を
斜
め
に
右
方
に
進

み
、
ベ
ニ
ハ
ナ
イ
チ
ゴ
、
ミ
ヤ
マ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ミ
ヤ
マ
カ
ン
バ
の
小
柴
を
踏
み
、
午
前
八
時
に
は
前
記
の
鞍

部
、
高
さ
約
二
千
二
百
六
十
米
突
、
こ
こ
に
、
長
さ
十
間
幅
四
間
深
さ
三
尺
ば
か
り
の
小
池
が
あ
る
、
中
ほ
ど

が
く
び
れ
て
瓢

形







を
な
し
て
い
る
か
ら
、
瓢
箪
池









と
い
お
う
。
池
の
周



り
の
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
偃
松






は
、
濃

き
緑
を
水
面
に
浮
べ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
左
折
暫
時





小
柴
と
悪
戦
し
て
、
山
側
を
東
北
に
回
り
十
丁
ば
か
り
で
、

斑
岩
の
大
岩
小
岩
が
筮
木






を
乱
し
た
よ
う
に
崩
れ
か
か
っ
て
い
る
急
渓
谷
、
こ
れ
が
又
四
郎
谷
「
信
濃
、
又
四

郎
谷
、
嘉
門
次
」
、
や
や
下
方
に
、
ざ
あ
、
ざ
っ
と
水
の
流
る
る
音
、
こ
れ
か
ら
上
は
、
残
雪
の
他
、
水
を
得

ら
れ
な
い
と
て
水
筒
に
充



し
、
一
直
線
に
こ
の
急
坂
を
登
る
。

　
一
岩
を
踏
む
と
、
二
つ
も
三
つ
も
動
く
、
中
に
は
戛
々






と
音
し
て
、
後
続
者
の
足
も
と
を
掠



め
、
渓
谷
に
躍

っ
て
行
く
の
で
、
皆
横
列
に
な
っ
て
危
険
を
避
け
る
。
約
二
千
六
百
四
十
米
突
の
辺
か
ら
、
三
丁
余
の
残
雪
、

雪
上
で
は
道
が
は
か
ど
ら
ね
ば
、
左

ん
手

の
嶂
壁
の
下
に
沿
う
て
登
る
、
こ
の
雪
が
終
る
と
、
峡
谷
が
四
岐
す

る
、
向
っ
て
左
か
ら
二
番
目
が
よ
い
、
午
前
十
時
五
十
分
、
約
二
千
八
百
四
十
米
突
の
山
脊
つ
く
。

　
す
ぐ
目
に
つ
い
た
は
温
泉
場
、
そ
の
南
に
隣



っ
て
琉
璃
色









の
よ
う
に
光
る
田
代
池







、
焼
岳






も
霞
岳
も
よ
く
見

え
る
、
も
う
こ
こ
に
来
る
と
偃
松
は
小
く
な
っ
て
、
処
々
に
そ
の
力
な
き
枝

椏

を
横
た
え
、
黄
花
駒
の
爪
は
独





笑
顔
を
擡



げ
て
い
る
、
東
南
方
数
町
に
峰
「
信
濃
、
前
穂
高
岳
、
並
木
氏
」
二
つ
、
高
さ
は
二
千
八
百
米
突
内
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外
、
そ
の
向
う
が
今
朝
登
っ
て
来
た
上
宮
川
原
。
間
も
な
く
南
麓
か
ら
、
霧
が
ぽ
か
ぽ
か
や
っ
て
来
た
。
急
遽

右
に
折
れ
、
三
角
点
目
的
に
登
る
。
こ
の
あ
た
り
傾
斜
や
や
緩



く
、
岩
石
の
動
揺
が
少
な
い
の
で
、
比
較
的
容

易
だ
。

　
　
　
　
三
　
南
穂
高
岳

　
午
前
十
一
時
十
五
分
、
遂
に
、
南
穂
高
岳
「
信
濃
、
又
四
郎
岳
、
嘉
門
次
」
「
信
濃
、
奥
穂
高
岳
、
並
木
氏
」

「
信
濃
、
前
穂
高
岳
、
徹
蔵
氏
」
一
等
三
角
点
の
下
に
攀

じ
、
一
息
し
て
晴
雨
計
を
見
る
と
約
三
千
米
突
。
最

高
峰
の
南
に
位
す
る
ゆ
え
、
南
穂
高
岳
と
命
名
し
た
。

　
先
刻
よ
り
気
づ
こ
う
て
い
た
霧
は
、
果
然
包
囲
攻
撃
し
て
く
る
、
ま
る
で
手
の
つ
け
よ
う
は
な
い
、
打
っ
て

も
突

つ
い
て
も
、
音
も
な
け
れ
ば
手
応





え
も
な
い
、
折
角






自
然
の
大
観
に
接
し
よ
う
と
し
た
が
こ
の
始
末
、
そ

こ
で
櫓





に
登
り
中
食
を
し
な
が
ら
附
近
を
見
る
、
櫓
柱
は
朽
ち
て
央



ば
以
上
形
な
し
、
東
下
の
石
小
屋
は
、
屋

根
が
壊
れ
て
い
て
天
套





で
も
な
け
れ
ば
宿
れ
そ
う
も
な
い
、
た
ま
た
ま
霧
の
間
か
ら
横
尾
谷
の
大
雪
渓
と
、
岳



川
谷






の
千
仞






の
底
よ
り
南
方
に
尾
を
走
ら
し
て
い
る
の
が
、
瞬
間
的
に
光
る
の
を
見
た
。

　
や
が
て
、
米
人
フ
ィ
シ
ャ
ー
氏
、
嘉
与
吉
を
案
内
と
し
て
、
南
口
か
ら
直
接
登
っ
て
来
た
、
氏
は
昨
夜
温
泉

で
、
我



行
を
聞
き
、
同
一
逕
路





を
取
ら
ん
た
め
来
た
の
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
待
っ
て
も
、
霽

れ
そ
う
も
な
け
れ

ば
、
正
午
一
行
と
別
れ
、
予
と
フ
氏
と
は
、
嘉
門
次
父
子
を
先
鋒






と
し
、
陸
地
測
量
部
員
の
他
、
前
人
未
知
の
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奥
穂
高
を
指
す
。
北
の
方
嶮
崖






を
下
る
八
、
九
丁
で
、
南
穂
高
と
最
高
峰
と
を
連
ね
て
い
る
最
低
部
、
横
尾
谷

よ
り
来
る
と
、
こ
の
辺
が
登
れ
そ
う
に
見
え
る
が
甚





だ
危
険
だ
、
奥
穂
高
と
北
穂
高
と
の
間
を
通
る
が
よ
い
。

霧
は
次
第
に
深
く
、
か
て
て
雨
、
止
む
を
得
ず
合
羽





を
纏



い
、
岩
陰
で
暫
時
雨
を
避
け
、
小
降
り
の
折
を
見
て
、

ま
た
登
り
始
め
る
。

　
　
　
　
四
　
雲
の
奥
岳

　
道
は
ま
す
ま
す
嶮



し
く
な
る
、
鋸
歯





状
の
小
峰
を
越
ゆ
る
こ
と
五
つ
六
つ
、
午
後
二
時
二
十
分
、
最
高
峰
奥

穂
高
「
信
飛
界
、
奥
穂
高
岳
、
徹
蔵
氏
」
「
信
飛
界
、
岳
川
岳
、
フ
ィ
シ
ャ
ー
氏
」
の
絶
巓






に
攀
じ
登
っ
た
。

南
穂
高
か
ら
は
半
里
で
、
お
よ
そ
二
時
間
か
か
る
、
頂
の
広
さ
十
数
歩
、
総
て
稜
々






し
た
石
塊
、
常
念
峰
の
よ

う
な
円
形
の
も
の
は
一
つ
も
な
い
、
東
隅
に
は
方
二
寸
五
分
高
さ
二
尺
の
測
量
杭
が
た
っ
た
一
本
。
東
南
は
信

濃
南
安
曇








郡
安
曇
村
、
一
歩
転
ず
れ
ば
飛
州
吉
城





郡
上

宝







村
、
海
抜
約
三
千
百
十
米
突
、
従
来
最
高
峰
と
認

め
ら
れ
て
い
た
、
南
穂
高
を
凌



ぐ
事
実
に
一
百
余
米
突
、
群
峰
の
中
央
に
聖
座
し
て
い
る
か
ら
、
榎
谷
氏
の
い

わ
れ
た
奥
穂
高
が
至
当
だ
ろ
う
。
ま
た
も
雲
の
御
幕
で
折
角
の
展
望
も
め﹅
ち﹅
ぁ﹅
め﹅
ち﹅
ぁ﹅
、
た
だ
僅
か
の
幕
の
隙

き
間

を
歩
い
た
模
様
で
、
概
略
の
山
勢
を
察
し
得
ら
れ
た
の
は
、
不
幸
中
の
幸
。

　
遥
か
南
々
西
に
位
す
る
雄
峰
乗
鞍
岳
に
禦



る
の
に
は
、
肩
胛






い
と
広
き
西
穂
高
岳
が
、
う
ん
と
突
っ
張
っ
て

い
る
、
南
方
霞
岳
に
対
し
て
は
、
南
穂
高
の
鋭
峰
、
東
北
、
常
念
岳
や
蝶
ヶ
岳
を
邀



う
に
は
、
屏
風
岩
の
連
峰
、
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北
方
の
勁
敵






、
槍
ヶ
岳
や
大
天
井









と
の
相
撲





に
は
、
北
穂
高
東
穂
高
の
二
峰
が
そ
れ
ぞ
れ
派
せ
ら
れ
て
い
る
、

何


れ
も
三
千
米
突
内
外
の
同
胞
、
自
ら
中
堅
と
な
っ
て
四

股

を
踏
み
、
群
雄
を
睥
睨






し
お
る
様



は
、
丁
度
、
横

綱
の
土
俵
入
を
見
る
よ
う
だ
。
さ
は
い
え
、
乗
鞍
や
槍
の
二
喬
岳
を
除
け
ば
、
皆
前
衛
後
衛
と
な
っ
て
、
恭




し

く
臣
礼
を
取
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
。
槍
ヶ
岳
対
穂
高
岳
は
、
常
陸
山







対
梅
ヶ
谷
と
い
う
も
、
強





ち
無
理
は
な
か

ろ
う
、
前
者
の
傲
然
屹

っ
立

て
る
、
後
者
の
裕
容
迫
ら
ざ
る
と
こ
ろ
、
よ
く
似
て
い
る
。
あ
わ
れ
、
日
本
ア
ル

プ
ス
の
重
鎮
、
多
士
済
々
の
穂
高
に
は
、
さ
す
が
の
槍
も
三
舎
を
避
け
ね
ば
な
る
ま
い
、
彼
は
穂
高
に
対
し
、

僅
か
に
こ
れ
と
抗
す
べ
き
一
、
二
峰
派
し
て
い
る
も
、
大
天
井
や
鷲
羽





に
向
う
子
分
は
、
貧
乏
神
以
下
、
先
ず

概
勢
は
こ
ん
な
も
の
。

　
こ
の
絶
大
観
に
接
し
た
刹
那





、
自
分
は
覚
え
ず
恍
惚






と
し
て
夢

裡

の
人
と
な
っ
た
。
元
来
神
は
、
吾
人
の
見

る
事
の
出
来
ぬ
渺

漠







た
る
も
の
、
果

て
は
、
広
大
無
限
、
不
可
思
議
の
宇
宙
を
造
り
、
そ
の
間
に
は
、
日
月

星
辰
山
川
草
木
と
幾
多
の
潤
色
が
し
て
あ
る
。
今
我
が
立
て
る
処
も
ま
た
そ
の
撰
に
も
れ
ぬ
。
人
為
で
は
、
と

て
も
そ
ん
な
真
似
は
覚
束






な
い
、
平
生






名
利
の
巷





に
咆
哮






し
て
い
る
時
は
、
か
か
る
念
慮
は
起
ら
な
い
、
が
一

朝
塵
界






を
脱
し
て
一
万
尺
以
上
も
あ
る
天
上
に
来
る
と
、
吾
人
の
精
神
状
態
は
従
っ
て
変
る
と
見
え
る
。
こ
れ

畢

竟







神
の
片
影
な
る
穂
高
ち
ょ
う
、
理
想
的
巨
人
の
御
陰





だ
ろ
う
と
し
み
じ
み
感
ぜ
ら
れ
た
。

　
標
高
千
米
突
内
外
の
筑
波





や
箱
根
で
は
、
麓
で
天
候
を
予
想
し
て
登
っ
て
も
、
大
な
る
失
策
は
な
か
ろ
う
、

が
三
千
米
突
以
上
の
高
山
と
な
る
と
、
山
麓
で
晴
天
の
予
想
も
、
頂
上
へ
行
く
と
が
ら
り
か
わ
り
、
折
々
雲
霧

に
見
舞
わ
れ
る
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
今
回
の
よ
う
に
度
々
御
幕
が
か
か
る
の
が
、
か
え
っ
て
嵩
高






に
感
ぜ
ら
れ
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る
。
万
山
の
奥
と
も
い
わ
る
る
槍
で
さ
え
、
夙



く
か
ら
開
け
、
絶
頂
始
め
坊
主
小
屋
等
は
、
碑
祠
を
建
立
せ
ら

れ
た
る
た
め
、
幾
部
分
汚
さ
れ
て
る
が
、
世
に
知
ら
れ
な
い
の
は
穂
高
の
幸
か
、
空
海
も
、
播
隆
（
槍
ヶ
岳
の

開
山
和
尚
）
も
、
都
合
よ
く
御
開
帳
に
出
っ
く
わ
せ
な
か
っ
た
ろ
う
、
と
こ
し
な
え
に
こ
の
ま
ま
の
姿
で
置
き

た
い
も
の
だ
、
と
か
く
に
浮
世
の
仮
飾






を
蒙





っ
て
な
い
無

垢

の
爾





を
、
自
分
は
絶
愛
す
る
。

　
岳
名
の
穂
は
、
秀
の
仮
字
に
て
秀
で
て
高
き
意
な
る
べ
し
と
、
ま
た
穂
高
を
奥
岳
と
も
い
う
、
と
『
科
野





名

所
集
』
に
見
ゆ
、
俊
秀
独
歩
の
秀
高
岳
、
ま
こ
と
に
こ
の
山
に
し
て
初
め
て
こ
の
名
あ
り
。

　
　
　
　
五
　
北
穂
高
岳

　
午
後
二
時
三
十
分
、
最
愛
の
絶
頂
に
暇
を
告
げ
、
北
に
向
い
て
小
一
丁
も
進
む
と
、
山
勢
が
甚
し
く
低
下
し

て
行
く
の
で
、
驚
い
て
岳
頂
を
見
る
と
、
は
や
雲
深
く
※



さ
れ
、
西
穂
高
が
間



影
を
現
わ
す
よ
り
、
蒲
田





谷

へ
下
り
か
け
た
事
と
知
れ
、
折
り
返
し
て
頂
上
に
出

で
、
東
北
へ
と
尾
根
伝
い
に
下
る
。

　
此

処

か
ら
槍
ま
で
は
、
主
系
の
連
峰
を
辿



る
の
だ
、
即
ち
信
・
飛
の
国
界
、
処
々
に
石
を
積
み
重
ね
た
測
点
、

林
木
の
目
を
遮



ぎ
る
も
の
は
な
く
、
見
渡
す
限
り
、
※
※





た
る
岩
石
、
晴
天
に
は
槍
が
よ
く
見
え
る
か
ら
、
方

向
を
誤
る
気
支





い
は
な
い
。
山
稜
は
概
し
て
右
側
に
か
ぶ
り
、
信
州
方
面
に
は
絶
峭
が
多
い
、
二
、
三
の
場
所

を
除
け
ば
、
常
に
左
側
十
数
歩
の
処
に
沿
う
て
行
け
ば
よ
い
。

　
八
丁
ば
か
り
行
く
と
鞍
部
、
右
手
に
は
、
残
雪
に
近
く
石
垣
を
周



ら
せ
る
屋
根
な
し
の
廃
屋
、
此
処
は
、
燃
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料
に
遠
く
風
も
強
く
て
露
営
に
は
適
せ
ぬ
。
北
に
登
る
四
丁
で
三
角
点
の
立
て
る
一
峰
、
標
高
三
千
七
十
米
突
、

主
峰
の
北
々
東
だ
、
が
北
穂
高
岳
「
信
飛
界
、
空
沢
岳








（
宛
字





）
、
嘉
門
次
」
と
命
名
し
て
お
く
。

　
櫓
の
下
よ
り
東
に
向
い
て
、
数
十
丈
の
嶮
崖
を
下
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
こ
こ
が
第
一
の
難
関
、
相
悪





く
大
降
り
、

お
ま
け
に
、
横
尾
谷
か
ら
驀
然






吹
き
上
ぐ
る
濃
霧
で
、
足
懸






り
さ
え
見
定
め
か
ね
、
暫
時
茫
然
と
し
て
、
雨
霧

の
鎮



ま
る
を
俟

て
ど
も
、
止
み
そ
う
も
な
い
、
時
に
四
時
三
十
分
。
今
朝
出
が
け
に
は
、
槍
の
坊
主
小
屋
あ
た

り
に
泊

ま
る
考
だ
の
に
、
ま
だ
そ
の
半
途
、
今
日
は
と
て
も
行
け
ぬ
、
し
か
し
こ
ん
な
峰
頂
で
は
、
露
営
は
覚



束


な
い
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
と
日
が
暮
れ
る
、
立
往
生
す
る
の
も
馬
鹿
げ
て
い
る
、
か
よ
う
に
濡

れ
て
は
、

火
が
第
一
番
だ
か
ら
林
を
目
的
に
下
れ
、
途
中
に
岩
穴
で
も
あ
ら
ば
、
そ
こ
に
這

入

ろ
う
と
、
後
方
鞍
部
に
引

き
返
し
、
山
腹
を
斜
に
東
に
下
る
。

　
　
　
　
六
　
空
沢
の
石
窟

　
道
す
が
ら
、
大
き
な
石
を
探
る
二
つ
三
つ
、
十
二
、
三
丁
も
下
っ
た
と
思
う
こ
ろ
、
方
三
間
高
さ
一
間
余
の

大
石
の
下
、
少
々
空
虚
あ
る
を
見
出
す
。
幸




、

近
く
に
は
偃
松






、
半
丁
余
で
水
も
得
ら
れ
る
。
か
か
る
好
都
合

の
処
は
な
い
と
て
、
嘉
与
吉
と
二
人
で
、
そ
の
下
の
小
石
を
取
り
除
け
て
左
右
に
積
み
、
風
防





け
と
し
、
居
を

平
に
均



す
、
フ
氏
と
嘉
門
次
は
、
偃
松
の
枝
を
採
り
て
火
を
点

け
る
、
こ
れ
で
ど
う
や
ら
宿
れ
そ
う
だ
。
や
が

て
、
雲
霧
も
次
第
に
薄
ら
ぐ
、
先
ず
安
心
、
と
濡
た
衣
裳
を
乾
か
す
。
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こ
の
大
谷
を
、
横
尾
の
空
沢
ま
た
は
大
沢
「
信
濃
、
横
尾
の
空
沢
、
嘉
門
次
」
と
い
う
。
空
沢
と
は
、
水
な

き
故
な
り
と
。
上
方
は
、
兀
々






と
し
た
大
磧
、
そ
の
間
を
縦
に
細
長
く
彩
色
し
て
い
る
の
は
草
原
、
下
方
は
、

偃
松
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
タ
ケ
カ
ン
バ
等
が
斑
状
に
茂
っ
て
い
る
。
南
穂
高
か
ら
東
北
に
岐



れ
、
逓
下





し
て

梓
川
に
終
る
連
峰
は
、
こ
の
谷
と
又
四
郎
谷
と
の
境
で
、
屏
風






岩
ま
た
は
千
人
岩
（
宛
字
）
「
信
濃
、
屏
風
岩
、

嘉
門
次
」
と
呼
ば
れ
、
何
れ
も
よ
く
山
容
を
言
い
顕





し
て
い
る
。

　
こ
の
石
窟
は
、
穂
高
の
同
胞
で
取
り
囲
ま
れ
、
東
方
は
や
や
低
下
し
て
い
る
の
で
、
丁
度
少
し
傾
斜
し
た
大

摺
鉢






の
中
点
に
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
風
は
当
ら
な
い
、
そ
の
上
絶
え
ず
焚
く
焔
で
、
石
の
天
椽
は
暖
ま
る
、
南

方
に
大
残
雪
を
控
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
至
極





暖
か
だ
。
雨
は
や
み
、
風
は
起
ら
ず
、
鳥
も
歌
わ
な
い
、

虫
も
鳴
か
ね
ば
、
水
音
も
聞
え
ぬ
、
一
行
の
興





じ
声
が
絶
え
る
と
、
森



と
し
て
無
声
、
か
く
も
幽

寂

し
き
処
が

世
に
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
た
。
九
時
、
石
造
の
堅
き
寝
台
に
横
た
わ
っ
た
、
が
昼
の
労



れ
で
、
つ
い
う﹅
と﹅
う﹅

と﹅
と
夢
路
を
辿
る
。

　
十
六
日
前
四
時
、
目
を
こ
す
り
な
が
ら
屋
外
に
這
い
出
し
て
、
東
方
を
見
る
と
、
今
し
も
常
念
は
、
ほ
ん
の

り
と
し
た
茜
色
の
曙
光
を
負
い
て
、
独
特
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
を
前
山
の
上
に
突
き
出
し
、
左

ん
手

で
妹
子
の
蝶

ヶ
岳
を
擁
し
て
い
る
、
近
く
は
千
人
岳
と
て
、
多
く
の
羅
漢
が
如
鬼
如
鬼








並
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
次

ぎ
は
、
昨

日
通
っ
た
、
南
穂
高
・
奥
穂
高
・
北
穂
高
と
鮮





か
に
そ
れ
と
仰
が
れ
る
。
そ
の
北
穂
高
の
東
北
に
接
し
、
槍
と

同
形
の
峰
が
二
百
尺
ば
か
り
も
屹
立





っ
て
い
る
、
小
槍
と
で
も
い
い
た
い
、
が
穂
高
の
所
属
だ
か
ら
、
剣
ヶ
峰

と
い
う
て
お
く
。
忘
れ
て
い
た
晴
雨
計
を
見
る
と
、
約
二
千
六
百
五
十
米
突
、
華
氏
五
十
六
度
。
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七
　
東
穂
高
岳

　
六
時
、
朝
食
を
済



し
、
右
手
の
磧





に
つ
き
、
最
近
の
鞍
部
目
的
に
登
る
、
僅
か
十
町
つ
い
目
先
き
の
よ
う
だ
、

が
険
し
く
て
隙
取





れ
、
一
時
間
ば
か
り
か
か
っ
た
。
昨
日
で
辟
易






し
た
幔
幕






、
ま
た
ぞ
ろ
行
く
手
を
遮





る
、
幕

の
内
連
が
御
幕
の
内
に
い
る
の
は
当
然
だ
、
と
負
け
惜
み
を
い
い
つ
つ
、
右
に
折
れ
、
巉
岩






に
て
築
き
上
げ
た

怪
峰
二
、
三
を
す
ぎ
、
八
時
、
標
高
三
千
十
四
米
突
の
一
峰
に
攀

じ
て
腰
を
据

え
る
。
位
置
は
信
飛
の
界
、
主

峰
奥
岳
の
東
北
に
当
る
、
が
東
穂
高
岳
と
命
名
し
よ
う
。

　
霧
が
少
し
く
は
げ
て
来
た
の
で
、
北
方
の
大
渓
谷
を
隔





っ
て
、
遥



か
向
い
の
三
角
点
が
見
え
て
来
た
。
左
折

し
て
、
四
十
度
以
上
の
傾
斜
地
を
斜
め
に
、
西
北
に
と
り
、
低
き
山
稜
に
出
る
と
、
巉
岩
や
偃
松
で
織
り
な
さ

れ
た
美
景
が
正
面
に
く
る
。
南
方
数
十
歩
に
は
、
天
工
の
鉞




で

削
っ
た
よ
う
な
、
極
め
て
堅
緻





の
巨
岩
が
、
底

知
れ
ず
の
深
壑






か
ら
、
何
百
尺
だ
か
わ
か
ら
な
く
、
屹
立






し
て
い
る
。
猪
や
羚
羊
も
恐
れ
て
近





か
ね
ば
、
岩
燕

や
雷
鳥
で
も
躊

躇







す
る
だ
ろ
う
、
何
だ
か
形
容
の
し
よ
う
も
な
い
。
今
眼
前
咫
尺





に
、
こ
の
偉
観
に
接
し
た

自
分
は
、
一
種
の
魔
力
に
魅
せ
ら
れ
て
か
、
覚
え
ず
あ
っ
と
し
た
ま
ま
、
暫
時
言
葉
も
出
な
か
っ
た
。
此
処
が

東
穂
高
の
絶
嶂
、
天
狗
岩
と
で
も
名
づ
け
よ
う
。

　
　
　
　
八
　
横
尾
谷
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今
吾



ら
の
い
る
前
後
数
町
の
間
は
、
か
つ
て
、
測
量
員
す
ら
逡
巡
し
て
通
行
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
案
内
者

も
、
今
回
が
初
対
面
、
岩
角
に
縋



り
綱
を
手

繰

り
、
ま
た
は
偃
松
を
握
り
な
ど
し
、
辛
く
も
、
連
稜
の
最
低
部

＝
槍
と
穂
高
の
交
綏
点








に
つ
い
た
。
高
さ
は
約
二
千
六
百
八
十
米
突
。
此
処
で
少
々
山
稜
と
離
れ
、
東
へ
五
、

六
丁
、
大
磧
を
過
ぎ
残
雪
を
踏
み
、
十
時
五
十
分
、
横
尾
の
谷
底
に
つ
き
、
休
憩
し
て
中
食
を
し
ま
う
。

　
同
行
の
フ
氏
は
、
晩



く
も
本
日
午
前
十
時
ま
で
に
、
槍
下
で
、
昨
日
温
泉
か
ら
直
接
槍
に
向
う
た
友
人
と
出

逢
う
手
筈





だ
、
と
い
う
て
い
た
が
、
今
後
な
お
五
時
間
も
か
か
ら
ね
ば
、
目
的
地
に
達
す
る
事
が
出
来
ぬ
の
に
、

は
や
定
刻
を
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
東
に
分
れ
、
く
だ
ん
の
谷
を
下
り
、
温
泉
へ
と
霧
の
裡
に
影
を
没
し
去

っ
た
。

　
　
　
　
九
　
南
岳

　
フ
氏
と
分
れ
、
大
磧
を
西
北
に
さ
し
、
高
山
植
物
の
茂
れ
る
急
斜
地
を
踏
み
わ
け
、
二
十
分
で
手
近
き
山
稜
、

右
に
折
る
れ
ば
、
槍
の
最
南
峰
に
当
る
絶
嶮
地
、
半
ば
以
上
登
る
と
、
錫
杖
の
頭
を
並
べ
た
よ
う
な
兀
々






し
た

巉
岩
が
数
多





競
い
立
っ
て
い
る
。
先
ず
こ
の
右
側
を
廻
り
、
次
に
左
側
に
向
っ
て
大
嶂
壁
の
下
を
通
り
抜
け
る
、

今
度
は
「
廻
れ
右
」
し
て
、
こ
の
嶂
壁
の
中
間
に
あ
る
幾
条
か
の
割
目
を
探
り
、
岩
角
に
咬



り
つ
い
て
登
る
の

だ
。
峰
頭
を
仰
ぐ
と
危
岩
が
転
げ
落
ち
そ
う
で
、
思
わ
ず
首
が
す
く
む
、
足
下
は
何
十
丈
だ
か
し
れ
ぬ
深
谷
、
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ち
ょ
っ
と
で
も
踏
み
そ
こ
な
う
も
の
な
ら
、
身
も
魂
も
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
ぬ
。
右
に
左
に
、
折
り
返

し
、
繰
り
返
し
て
山
頂
に
攀
じ
、
零
時
三
十
五
分
、
三
角
点
の
下
に
つ
き
、
ほ﹅
っ﹅
と
一
息
つ
く
。
標
高
約
二
千

九
百
四
十
米
突
。
峰
頭
平
凡
で
記
す
べ
き
事
は
な
い
、
南
岳
と
命
名
し
た
。

　
　
　
　
十
　
岩
石
と
偃
松

　
こ
の
近
辺
を
界
し
て
、
南
方
の
岩
石
は
、
藍
色
末
に
胡
摩
塩









を
少
々
振
り
か
け
た
よ
う
な
斑
点
、
藍
灰
色
で

堅
緻
だ
か
ら
、
山
稜
も
従
っ
て
稜
々






し
て
、
穂
高
の
岩
石
と
、
形
質
が
い
さ
さ
か
も
違
わ
ぬ
。
同
じ
石
英
斑
岩

で
も
、
こ
れ
か
ら
槍
下
ま
で
の
は
、
胡
摩
塩
状
斑
点
が
減
じ
て
青
色
を
帯
び
、
赤
褐
色
の
大
豆





大
の
塊
が
点
々

混
っ
て
や
や
軟
か
い
、
砂
礫
の
多
量
に
含
む
処
を
見
る
と
、
風
化
し
易



い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
稜
は
大
抵
牛

脊
の
よ
う
で
、
兀
々
し
た
処
が
少
な
い
か
ら
、
気
骨
が
折
れ
ぬ
で
さ﹅
っ﹅
さ﹅
と
行
け
る
。
し
か
し
、
大
槍
だ
け
は

穂
高
と
同
じ
だ
、
こ
れ
が
今
日
の
槍
を
形
造
っ
た
所
以





だ
ろ
う
。

　
槍
も
穂
高
も
、
最
高
点
か
ら
二
百
米
突
以
下
は
、
ぼ
つ
ぼ
つ
偃
松
が
生
長
し
て
い
る
。
五
百
米
突
も
下
る
と
、

か
な
り
繁
っ
て
い
る
が
、
乗
鞍
や
信
州
駒
ヶ
岳
の
よ
う
に
沢
山
は
な
い
。
今
ま
で
通
っ
た
主
系
の
山
稜
に
つ
い

て
見
る
に
、
蒲
田
谷
方
面
は
、
の
び
の
び
手
足
を
出
し
て
い
る
、
が
梓
川
方
面
は
、
枯
れ
松
が
多
い
、
後
者
は

常
に
残
雪
の
多
い
の
と
、
傾
斜
峻
急
な
と
の
御
蔭
だ
ろ
う
。
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十
一
　
中
の
岳

　
南
岳
よ
り
北
の
方
へ
大
畝






り
に
畝
っ
て
行
く
事
半
里
で
、
連
嶺
第
二
の
低
地
、
そ
の
先
き
は
盆
地
で
沢
山
の

残
雪
、
雪
解
け
の
水
も
流
れ
て
い
る
。
水
を
一
掬






び
勢
を
つ
け
て
、
難
な
く
三
千
三
十
米
突
の
一
峰
を
踏
む
、

頂
に
は
石
を
重
ね
た
測
標
が
一
つ
あ
る
。
相
変
ら
ず
雲
の
海
で
山
勢
は
見
れ
ぬ
。
南
岳
と
大
喰
岳








（
宛
字
）
と

の
間
に
あ
た
る
の
で
中
の
岳
と
称
え
て
お
く
。

　
　
　
　
十
二
　
大
喰
岳

　
中
ノ
岳
よ
り
北
に
行
く
こ
と
二
十
分
で
、
槍
ヶ
岳
第
一
の
子
分
、
峰
は
二
つ
で
、
間
は
一
丁
余
も
あ
ろ
う
、

標
高
約
三
千
七
十
米
突
、
少
し
嶮



し
く
な
っ
て
き
た
。
槍
に
登
っ
て
余
裕
の
あ
る
人
は
、
中
途
高
山
植
物
の
奇

品
を
採

り
な
が
ら
こ
の
峰
に
登
る
も
面
白
か
ろ
う
。
大
喰
岳
「
信
飛
界
、
大
喰
岳
、
嘉
門
次
」
と
は
、
群
獣
の

こ
の
附
近
に
来
て
、
食
物
を
あ
さ
り
喰



う
の
で
、
か
く
は
名
づ
け
た
の
で
あ
る
と
。

　
右
手
嶂
壁
の
下
に
は
、
数
丁
に
わ
た
る
残
雪
、
本
年
は
焼
岳
の
火
山
灰
が
、
東
北
地
方
に
降
下
し
た
か
ら
、

穂
槍
及
び
常
念
山
塊
の
残
雪
は
、
例
年
に
比
し
、
甚





だ
少
な
い
と
の
事
だ
、
よ
く
見
る
と
鼠
黒
い
灰
が
一
面
に

あ
る
。
少
々
先
き
の
嶮
崖
を
下
れ
ば
、
梓
川
の
本
流
と
飛
騨
高
原






川
の
支
流
、
右
俣
と
の
水
源
地
で
、
大
き
な

鞍
部
、
大
槍
に
用
の
な
い
猟
手
ら
は
、
常
に
此
処
を
通
っ
て
、
蒲
田
谷
方
面
に
往
復
す
る
そ
う
で
あ
る
。
四
、
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五
間
向
う
に
、
数
羽
の
雛



と
と
も
に
戯





れ
て
い
る
雷
鳥
、
横
合






か
ら
不
意
に
案
内
者
が
石
を
投
じ
て
、
追

躡







し
た
が
、
命
冥
加









の
彼
ら
は
、
遂
に
あ
ち
こ
ち
の
岩
蔭
に
ま
ぎ
れ
て
し
ま
う
。
此
処
が
槍
の
直
下
だ
ろ
う
と

て
、
荷
物
を
委

て
て
行
こ
う
と
す
る
と
、
も
う
一
つ
小
峰
が
あ
る
と
の
事
、
で
早
々
纏



め
て
ま
た
動
き
出
す
。

途
中
、
チ
ョ
ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
、
チ
ン
グ
ル
マ
、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ジ
ム
カ
デ
、
タ
カ
ネ
ツ
メ
グ
サ
、
ト
ウ
ヤ
ク
リ

ン
ド
ウ
、
イ
ワ
オ
ウ
ギ
、
ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
、
等
を
見
た
。

　
　
　
　
十
三
　
槍
ヶ
岳
絶
巓

　
小
峰
を
越
し
て
少
し
登
れ
ば
大
槍
、
こ
れ
か
ら
上
が
最
も
嶮
悪
の
処
と
聞
い
て
い
た
。
が
穂
高
の
嶮
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
ぬ
、
実
に
容
易
な
も
の
、
三
時
四
十
分
、
漸
く
海
抜
三
千
百
二
十
米
突
の
天
上
に
つ
く
、
不
幸

に
も
こ
の
絶
大
の
展
望
は
、
霧
裡
に
奪
い
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
が
僅
か
に
、
銀
蛇
の
走
る
如
き
高
瀬
の
渓
谷

と
、
偃
松
で
織
り
な
さ
れ
た
緑
の
毛
氈
を
敷
け
る
二
の
俣
赤
ノ
岳
と
が
、
見
参
に
入
る
、
大
天
井
や
常
念
が
、

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
顔
を
出
す
も
、
己



れ
の
低
小
を
恥
じ
て
か
、
す
ぐ
引
っ
こ
む
、
勿
論






小
結
以
下
。

　
槍
か
ら
は
大
体
支
脈
が
四
つ
、
南
の
は
今
ま
で
通
っ
た
処
、
一
番
高
大
、
そ
の
次
は
西
北
鷲
羽
に
通
ず
る
峰
、

次
は
こ
の
峰
を
半
里
余
行
っ
て
東
北
、
高
瀬
川
の
湯
俣
と
水
俣
と
の
間
に
鋸
歯
状
を
な
し
て
突
き
出
し
て
い
る

連
峰
、
一
等
低
小
の
が
東
に
出
て
赤
ノ
岳
に
連





る
峰
。
こ
れ
ら
の
同
胞
に
登
っ
て
、
種
々
調
査
を
し
た
な
ら
趣

味
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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十
四
　
坊
主
小
屋

　
四
時
下
山
し
、
殺

生







小
屋
を
過
ぎ
、
二
十
分
で
坊
主
小
屋
、
屋
上
に
は
、
開
山
の
播
隆
上
人
の
碑
、
そ
れ

を
見
越
し
て
上
は
、
先
き
に
吾
々






の
踏
ま
え
て
い
た
大
槍
、
今
は
頭
上
を
う
ん
と
押
さ
え
つ
け
て
来
る
、
恐
ろ

し
い
ほ
ど
荘
厳
だ
。
小
屋
の
内
に
這

入

っ
て
見
る
と
、
薄
暗
い
、
片
す
み
に
、
二
升
鍋
が
一
個
と
碗



が
五
つ
六

つ
、
こ
れ
は
上
高
地
温
泉
で
登
山
者
の
た
め
と
て
、
備
品
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
、
今
後
こ
の
小
屋
で
休
泊
す

る
も
の
は
、
大
い
に
便
利
だ
ろ
う
、
何
か
適
法
を
設
け
、
各
処
の
小
屋
の
修
理
や
食
器
等
の
備
え
付
を
し
た
い

も
の
だ
。
此
処
で
残
飯
を
平
ら
げ
、
鞋
の
緒
を
し
め
、
落
合
の
小
屋
「
信
濃
、
二
ノ
俣
の
小
屋
、
嘉
門
次
」

「
信
濃
、
槍
※






（
宛
字
）
、
類
蔵
」
に
向
う
。

　
　
　
　
十
五
　
落
合
ノ
小
屋

　
六
時
半
、
赤
沢
ノ
小
屋
を
見
舞
う
、
此
処
は
昨
今
の
旱
天






続
き
で
容
易
に
水
を
得
ら
れ
ぬ
か
ら
、
宿
泊
出
来

ぬ
そ
う
だ
。
七
時
二
十
分
に
は
、
目
ざ
す
落
合
ノ
小
屋
、
処





は
梓
川
と
二
ノ
俣
川
と
の
合
流
点
、
小
屋
と
い
う

て
も
、
小
丸
太
五
、
六
本
を
組
み
合
せ
、
小
柴
を
両
側
に
あ
て
た
一
夜
作
り
の
も
の
、
合
羽
で
も
な
い
と
雨
露

は
凌



げ
ぬ
、
水
や
燃
料
は
豊
富
だ
が
三
、
四
尺
も
増
す
と
水
攻
に
さ
れ
る
。
こ
っ
ち
の
山
麓
か
ら
、
向
側
ま
で
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二
十
間
と
な
い
峡
間
、
殊
に
樹
木
は
、
よ
く
繁
っ
て
い
る
の
で
、
強
風
は
当
ら
ぬ
。
槍
・
常
念
・
大
天
井
に
登

臨
す
る
向



の
た
め
に
は
、
至
極
便
利
の
休
泊
処
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
山
の
旅
　
明
治
・
大
正
篇
」
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店

　
　
　2003
（
平
成15

）
年9

月17

日
第1

刷
発
行

　
　
　2004
（
平
成16

）
年2

月14

日
第3

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
山
岳
　
五
の
一
」

　
　
　1910

（
明
治43
）
年3

月

初
出
：
「
山
岳
　
五
の
一
」

　
　
　1910

（
明
治43

）
年3
月

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

※
初
出
の
本
文
末
尾
の
気
象
観
測
デ
ー
タ
の
記
載
は
底
本
に
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
力
：
川
山
隆

校
正
：
門
田
裕
志

2010

年2

月4

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
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た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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